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の健康長寿県構想　
県民の誰もが住み慣れた地域で、健やかで心豊かに安心して暮らし続けられるために

日本一



高知県が目指す姿は、「県民の誰もが住み慣れた地域で、健やかで心豊か
に安心して暮らし続けることのできる高知県」です。

 本県では、平成22年２月に「日本一の健康長寿県構想」を策定し、保健･医療･福祉
の各分野の課題解決に真正面から取り組んできました。

 これまでの取り組みにより、それぞれの分野において一定の成果が現れています。

 ・課題であった壮年期男性の死亡率に改善傾向が見られること
 ・あったかふれあいセンターを中心とした地域の支え合いの仕組みが整ってきたこと
 ・高知版地域包括ケアシステムや高知版ネウボラの取組が着実に進展していることなど

 しかしながら、県民の皆様の生活の質をさらに向上し豊かにしていくためには、も
う一段、取り組みを強化する必要があります。このため、これまでの取り組みを一層
深化、発展させることを基本としながら、より数値目標を明確にすることに意を用い
て、第４期「日本一の健康長寿県構想」を策定いたしました。

 第４期構想では、より骨太に、かつ挑戦的に対策を講じていくため、大きく３つの
柱を設定し、目指す姿の実現に向けて全力で取り組みを進めてまいります。

  

  
     

 

第4期「日本一の健康長寿県構想」

第４期「日本一の健康長寿県構想」の３つの柱と数値目標

 ◆本県が抱える根本的な課題を解決するために、新たに３つの柱を設定し４
  年後に目指す数値目標をより明確にして対策を推進します。
   Ⅰ 健康寿命の延伸に向けた意識醸成と行動変容の促進
    健康寿命（H28年→R5年） 男性71.37年→73.02年（1.65年以上の延伸）
                   女性75.17年→76.05年（0.88年以上の延伸）
   Ⅱ 地域で支え合う医療・介護・福祉サービス提供体制の確立とネット
     ワークの強化
    居宅介護支援利用者の平均要介護度 
    （R元年度→R5年度）2.095→2.200
     Ⅲ 子どもたちを守り育てる環境づくり
    高知県が安心して結婚、妊娠・出産、子育てできるような社会になっている
     （R元年度→R5年度） 28.1%→45.0%

 ◆PDCAサイクルによる検証を通じて、各施策を毎年度バージョンアップし  
  ます。

　 日本一の健康長寿県づくり
「県民の誰もが住み慣れた地域で、健やかで心豊かに安心して暮らし続けること  
 のできる高知県」の実現を目指して 

柱
立
て

  　健康寿命の延伸に向けた
　　意識醸成と行動変容の
　　促進

　　地域で支え合う医療・介護・
　　福祉サービス提供体制の確
　　立とネットワークの強化 

    子どもたちを守り育てる
　　環境づくり Ⅰ Ⅱ Ⅲ

目
標

健康寿命の延伸を図る

（Ｈ28年）  男性 71.37年
              女性 75.17年
  ↓
（Ｒ5年）男性 73.02年以上
    （1.65年以上の延伸）
      女性 76.05年以上
    （0.88年以上の延伸）

在宅での生活を希望される介護が必
要な方が、住み慣れた地域で暮らし
続けられるようにする

居宅介護支援利用者の平均要介護度
(R元年度→R5年度) 

2.095→2.200

高知県が『安心して「結婚」「妊
娠・出産」「子育て」できるような
社会』になっている

出会いから結婚・子育てまでの切れ
目のない支援のための県民意識調査

 (R元年度→R5年度) 
 28.1%→45.0%

施
策
体
系

（１）健康づくりと疾病予防 
・子どもの頃からの健康づくり
 の推進 
・生活習慣病予防に向けたポ
 ピュレーションアプローチの
 強化 
・高知家健康パスポート及び高
 知家健康づくり支援薬局によ
 る健康づくりの推進
・フレイル予防の推進 

（２）疾病の早期発見・
   早期治療
・がん検診受診率の向上対策の
 推進 
・特定健診受診率・特定保健指
 導実施率の向上対策の推進 
・血管病重症化予防対策の推進
 （糖尿病性腎症対策） 
 （循環器病対策）

（１）高知版地域包括ケアシステ
   ムの構築 
・あったかふれあいセンターの整
 備と機能強化 
・在宅療養体制の充実 
・総合的な認知症施策の推進
 
（２）障害などにより支援を要す
   る人がいきいきと暮らせる
   環境づくり 
・障害の特性等に応じた切れ目の
 ないサービス提供体制、安心し
 て働ける体制の整備 
・ひきこもりの人への支援の充実 
・自殺予防対策の推進 
・依存症対策の推進

（３）医療・介護・福祉インフラ
   の確保 
・地域医療構想の推進 
・救急医療、へき地医療の確保・
 充実 
・介護サービス提供の体制づくり
 
（４）医療・介護・福祉人材の確保 
・医療人材の確保対策の推進 
・福祉・介護人材の確保対策
 の推進

（１）高知版ネウボラの推進 
・妊娠期から子育て期までの切れ
 目のない総合的な支援 
・妊娠期から乳幼児期の支援体制
 の強化 
・発達障害のある子どもを社会全  
 体で見守り育てる地域づくり 

（２）厳しい環境にある子どもた
   ちへの支援 
・児童虐待防止対策の推進 
・学校をプラットフォームとした
 支援策の充実・強化 
・少年非行防止対策の推進
（高知家の子ども見守りプラン） 
・社会的養育の充実 
・ひとり親家庭への支援の充実
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　県内のスポーツ施設や飲食店などで提示するだけで特典が受けられ、使うほど元気になれ
る「高知家健康パスポート」。平成28年９月から開始し、幅広い世代の方々に取得いただ
いています。
　今年度は家族や友人など周りの方と楽しみながら健康づくりに取り組んでいただけるよう、
内容をさらに充実させました。

《事業対象：20歳以上の県民》

高知家健康パスポートのランクアップについて

特集①

 高知家健康パスポート事業
《事業期間》 2016年９月１日～2022年３月31日

《20歳以上の県民対象》 

 高知家健康パスポートアプリ
　　　　　　　　◇１日8,000歩（65歳
　　　　　　　　　 以上の方は6,000歩）
　　　　　　　　　 以上歩くとブルーシールが
　　　　　　　　　 １ポイント貯まる
◇朝晩の家庭血圧または体重の測定結
　 果を３日分記録するとグリーンシールが
　 １ポイント貯まる
◇貯まったポイントはシールに交換orプレ
　 ゼントキャンペーンに応募（いずれもア
　 プリ内から申込）
◇アプリは右のＱＲコードからダウンロード
　 できます【無料】

ピンクシール【健診を受ける】
特定健診、がん検診、人間ドック、生活
習慣病予防健診、幼児健診など

申請はがきに２色以上、合計３枚のヘルシーポ
イントシールを貼って申請することで、郵送や
市町村などの窓口でパスポートを取得できます。

運動イベントへの参加、プールやゴルフ場
などの運動施設の利用など

ブルーシール【楽しく動く】

グリーンシール【知る・参加する】
健康イベントへの参加､献血､ヘルシーな食
事、健康づくり支援薬局の相談利用など

① 参加施設で料金割引やプレゼントなどのおトクな
  サービスが受けられます！

② ヘルシーポイントシールを集めると
  素敵な賞品が当たります！

③ ヘルシーポイントシールを集めて
  パスポートをランクアップ！参加施設でさらに
  おトクなサービスが受けられるほか、ランク
  アップ者限定のプレゼント抽選があります！

パスポートアプリで設定した任意のグ
ループ対抗による歩数競争イベントを
2020年10月と2021年1月に予定！
家族や友人、職場など周りの方と一緒
にご参加ください。

大好評
４万６千人
突破！

ポイントを集めてパスポートⅠをGet！

アプリを使った歩数競争イベントを開催！

健康パスポートはおトクがいっぱい！

２色以上
３枚を
集めて

ピンクを含む
２色必須
40ポイント
集めて

 ３色必須※

 100ポイント
 集めて

３色必須
60ポイント
集めて

パスポートⅠ マイスターパスポートⅢパスポートⅡ

 ※指定ポイント数あり

11月から
新機能追加！

ウオーキングの自己目標設定
　　　　ができるようになりました！
　　　　　アプリに自己目標を
　　　　　設定し、自分の
　　　　　ペースでウオーキングを
　　　　　　楽しみましょう！！！
　　　　

生活習慣病予防に向けた
ポピュレーションアプローチの強化

特集②

  高知県の生活習慣の現状 

取り組み 官民協働による５つのプラス運動の啓発に取り組みます

●県民に届くプロモーション
による啓発の充実に取り
組みます

●事業所の健康経営に、従業員へ
の５つのプラス運動を推進する
取り組み導入を支援します

●量販店等の民間企業と連携した
野菜摂取や減塩に関する啓発充
実や、商品開発の支援に取り組
みます

■65歳までに亡くなる人数を死因別に全国と比較すると、不慮の事故を除いて、

 がん、脳卒中、心疾患の生活習慣病の割合が高い。

■特定健診結果による血糖値有所見者割合が、全国より高く、

 男女とも上昇傾向にある。【図】

■生活習慣の状況

（塩分）成人の58.3％は塩分過剰摂取（8g超え）。

（運動）男女ともに１日平均歩数は全国最下位。

（野菜）野菜摂取量の平均値は全国平均よりも多いが、目標の350g/日には達していない。

（飲酒）ほぼ毎日飲酒している者の割合、１日３合以上飲酒している者の割合が、男女とも全国より高い。

（喫煙）成人男性の28.6％が喫煙をしている。

30%

40%

50%

60%

H25 H26 H27 H28

男性（高知県）

男性（全国）

女性（高知県）

女性（全国）

【図】特定健診受診者の血糖値有所見者の割合     
         （HbA1c5.6%以上) ※HbA1c5.6%以上：要経過観察以上

出典・NDBデータ

●生活習慣病の発症リスクを高めている血糖値上昇を改善する

 ための生活習慣が大切

●自然に健康に導く環境づくり（0次予防）の強化が必要

令和２年11
月からスタ

ート！！
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《事業対象：20歳以上の県民》
特集③

フレイル予防の推進
～　フレイルを予防して健康長寿をめざしましょう！！　～

１．フレイルとは？
「フレイル」とは、高齢者が加齢によって心身ともに弱ってきた状態をいいます。「健康」と

「要介護状態」の間の段階で高齢者の多くがフレイルの過程を経て要介護状態になると考えられ

ています。

高齢者は身体的、精神・心理的、社会的な脆弱性といった多様な課題と不安を
抱えやすく、フレイル状態になりやすいためフレイル予防が必要です！

２．フレイル予防の取り組み
日頃から の３つの柱でフレイルを予防しましょう！

早期の適切な対
策で健康な状態に
もどすことも可能！

在宅で自立した生活を送れる高齢者が増加する

このようなことはありませんか？？

歩くのが遅くなった

家族や友人との
つきあいがない お茶や汁物でむせる

・固い物が食べにくくなった
・運動を週に１回もしていない
・この１年で転んだことがある
・周りの人から物忘れがあると言われる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

他にも・・・

もしかしたらフレイルかも！？

フレイル予防

身体活動
運動、社会活動など

あったかふれあいセンターでのいきいき百歳体操の実施等 あったかふれあいセンターなどの集いの場への参加等

栄養
食・口腔機能

栄養士による食事指導や
歯科衛生士等による歯科指導等

出典：東京大学高齢社会総合研究機構作成資料から（一部修正）

社会参加
就労、余暇活動、
ボランティア

      
  

○講演会の開催などフレイル予防の普及・啓発を実施します。
○あったかふれあいセンターや住民主体の活動の場におけるいきいき百歳体操をはじめ、保健師等による健康相談などを
　 通じて、日頃からの介護予防や健康づくりを支援します。
○住民主体の活動の場などでフレイルのチェックや健康チェックの実施をすすめます。
○フレイルのチェックを基に、保健師等専門職がお一人おひとりの必要な支援につなぎます。

市町村と連携した取り組み

栄養・食生活  口腔機能

ほか

運動・リハビリ 外出・社会参加 適正受診・服薬

口のなかをきれい
に保ちましょう

バランスの良い食事
をとりましょう

今より10分多く
からだを動かしま
しょう

地域の活動に参加
してみましょう

飲み忘れがないよう
にしましょう

血管病重症化予防対策の推進

特集④

取り組み

その１

取り組み

その2
・管理栄養士がいない診療所
が病院と連携して、患者へ
の栄養食事指導を実施します。

・診療所での管理栄養士の雇
用に向けた支援を行います。

管理栄養士による外来栄養食事指導の推進に取り組みます。 

地域の病院
（管理栄養士が常勤）

栄養指導

栄養指導を依頼

栄養指導の状況
を情報提供 診療所

（管理栄養士が不在）

栄養指導
診療所

（管理栄養士の雇用を促進）

  糖尿病性腎症対策 

未治療ハイリスク者

治療中断者
受診勧奨

保健指導

かかりつけ医療機関

特
定
健
診
等

デ
ー
タ
管
理

シ
ス
テ
ム

レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ

対
象
者
を

毎
月
抽
出

特定健診受診率向上

市町村へ糖尿病看護の専門家等をアドバイザーとして派遣します。

市町村保健師等 アドバイザー
糖尿病看護の
専門家等

  ■糖尿病性腎症重症化予防プログラムに基づく取り組み

取り組み

その３

・モデルとなる基幹病院において血管病調整
看護師を育成し、生活指導体制の充実を図
ることで、地域ごとに段階的に重症化しや
すい患者の療養支援を強化します。

外来看護師による糖尿病患者への生活指導の強化に取り組みます。 
糖尿病患者の重症化を防ぐ生活指導のポイント

禁煙
節酒

休息

歯周病予防

適度な運動

病気へ
の理解

食事
・エネルギー量
・減塩　など

将来への
不安の解消

服薬

治療

血管病調整看護師の育成と
患者の療養支援

・市町村保健師等へ糖尿病の

 療養や保健指導に関する知
 識や技術をアドバイスし、

 かかりつけ医療機関と連携

 した保健指導等の取り組み
 を支援します。

派遣
治療中で重症化リスクの高い者

生活指導

糖尿病は放っておくと、
重大な合併症へ進行します。
治療の継続とともに、生活習慣
の改善に取り組みましょう。

集団健診で１日の推定塩分摂取量を
測定し、減塩指導を充実させます

取り組み

その２
取り組み

その１

循環器病対策 

取り組み

その４

・モデル地域において、急速に進行する糖尿
病性腎症患者に対して医療と自治体が連携
した新たなプログラムに取り組み、人工透
析導入時期の遅延を目指します。

●腎保護療法

●生活指導　
　６か月間指導
　３か月後の評価
　減塩の徹底
　脱水予防市町村保健師等 連携

医療機関

治療

指導
生活指導

急速に進行する糖尿病性腎症患者への透析導入予防に取り組みます。

腎症患者

１日の望ましい
塩分摂取量の目安
８g　以下

※高血圧及び慢性腎臓病の方は６g未満

尿検査で
測定できます！あなたの１

日の

推定塩分
摂取量は

　　

ｇです。

心不全対策の充実に取り組みます

・急性期病院による「心不全連携の会」により急
性期病院のネットワークづくりと医療の提供体
制の強化に取り組みます。

・急性期病院とかかりつけ医や介護職等との勉強
会を開催し、連携を進めます。

塩分の取り過ぎは、
血圧を上げる要因の一つです。
減塩に取り組みましょう。
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～ジェネリック医薬品の使用促進と重複・多剤投薬の是正～

 生活の質（QOL）を高める

■ ジェネリック医薬品*の使用割合の
 推移と目標値（数量ベース）

 ■ 在宅における服薬状況
  在宅服薬支援事業「高知家お薬プロジェクト」H31年度事例報告より

●認知機能低下等による薬物治療内容の
 理解不足が見られる
●自己判断で用法・用量を守っていない

残薬や薬の飲み間違い等による患者QOLの低下

■ 医療保険者＊から個別通知を送付

＊医療保険者：市町村国保、協会けんぽ、後期高齢者医療広域連合

＊服薬サポーターは高知家健康づくり支援薬局等の薬剤師へのつなぎを行います。

■ 服薬サポーター＊から対象者へ
  電話連絡により薬局での相談を勧奨 

＊新薬と同じ有効成分が同じ量含まれ、国が有効性や安全性を
  認めた薬です。
  薬の価格は5割以上安くなる場合もあります。

特集⑤ 医薬品の適正使用等の推進

●社会保障制度の持続可能性を高める  
  ✔ 医療の質を落とさず自己負担額を軽減
  ✔ 医療費（薬剤費）の適正化
  ✔ 被保険者や事業者の保険料の負担軽減

●薬物治療効果を高める
 ✔ 薬物治療内容の理解の促進
 ✔ 医薬品による副作用の防止
 ✔ 飲み忘れなどの防止による残薬の解消

○薬局や地域での服薬支援を強化！
 ・ジェネリック医薬品及び重複・多剤投薬による健康被害等
  に関する正しい知識を普及
 ・服薬状況を確認し生活スタイルに合った服薬支援
 ・お薬手帳（電子版を含む）の1人１冊化を推進

○在宅での服薬支援を強化！
 ・医療保険者と連携し、個別の服薬支援を強化
 ・医師等の多職種と連携し、服薬状況の改善と
  重複・多剤投薬等を是正し、残薬を解消（在宅服薬支援事業「高知家お薬プロジェクト」の取組）

通知が
届きました

※複数回答あり

66.5% 69.6%
75.3% 78.7%

61.7%64.4%
70.4%

75.1%

20%

40%

60%

80%

H28.9 H29.9 H30.9 R1.9 R2.9

全国

高知

目 標 
８０％

  ３段階の個別勧奨の取組みをさらに充実！
  ー薬剤師による服薬支援を強化ー

・ジェネリック医薬品に変更した場合の差額通知
・重複・多剤投薬通知（同時期に同じ効果の医薬品が複数の薬局から出ている旨の通知）

ジェネリック医薬品に
変えてみませんか？

薬が重複してますね
処方医に確認します

取組
強化

全国的にもジェネリック
医薬品の使用は進んでいます！

全国

45位

☆ 高知家健康づくり支援薬局等の薬剤師による服薬指導
  

取組による効果

78%

26%

48%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

支援不足
重複投薬
多剤投薬

理解不足

服薬改善が必要な理由

高知県福祉・介護事業所認証評価制度の
普及に向けて、取り組みを強化します！

目的１ 目的２

福
祉
・
介
護
事
業
所

 認証
 申請

県HPや広報誌で 
情報発信！

参加
宣言

高
知
県
認
証

福
祉
・
介
護
事
業
所

宣
言
事
業
所

Step.1

Step.2

職員の育成や定着、利用者満足度の向上につ
ながる福祉・介護事業所の取り組みについて、
県が一定の項目や基準を定めるとともに、そ
の達成に取り組む事業所のサポートを行うこ
とにより、「働きやすさ」と「働きがい」を
実感できる職場環境を整備し、職員の定着を
促進します。

基準を達成した事業所を高知県知事が認証し、
広く情報発信していくことで、福祉・介護現場
      への正しい理解促進とネガティブ
      イメージの払拭により新たな人材
       参入を図ります。

評価項目と評価基準

新規採用者の育成計画

キャリアパスと人材育成

質の高いサービスを提供
するための取組み

1

2

4

職員の定着促進に効果が見込める方策を「評価項目」として
設定し、各項目ごと「評価基準」を設けています！

充実したサポート体制

取り組み支援ガイドブックの配布

評価項目と連動した各種セミナーや
地域別セミナーの開催

集合相談会の開催
個別コンサルティングの実施
（介護事業所のみ）

1

2

3

各事業所の課題の解消に向けて、
県が様々な支援を行います！

認証までのフロー

みんなで取り組もう！

働きやすい職場環境

評価基準の例

◆新規採用者育成計画を策定・
　 承認し、運用を始めているか
◆キャリアパスを導入し、運用を始
めているか

◆休みやすい環境づくりに取り組ん
でいるか

◆加算を取得しているか　　など

特集⑥

3

社会貢献とコンプライアンス5

　小規模事業所へより細や
かな個別支援を実施

拡

　介護事業所に加え、
障害・児童福祉施設
を対象に追加

拡
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要
介
入
支
援
層

（
支
援
プ
ラ
ン
）

 

▼
定期的な協議

母子保健担当
児童福祉担当

保育所幼稚園担当
＋

関係支援機関等

　

  関係者会議
(実務レベル)

・支援が必要　
　な家庭の情
　報共有

・適切な支援

　先の調整　

・母子健康手帳の交付・　
　面談
・妊婦アンケート
・セルフプラン・支援プラン
　の作成
・妊婦健診
・産婦健診
・産前・産後サポート事業
・産後ケア事業
・妊産婦訪問
・両親学級　　 
・乳幼児訪問
・育児相談

中
間
層

（
支
援
プ
ラ
ン
）

一
般
層

（
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
）

  

全数把握
情報の一元管理

継続的なモニタリング 

連携

児
童
福
祉
担
当
課

まずは気軽に
こちらへ相談

ア
セ
ス
メ
ン
ト

  

ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
会
議
（
代
表
者
レ
ベ
ル
）

・
地
域
の
現
状
把
握

　

・
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
施
策
の
強
化
を
検
討

子育て支援サービスの提供 

○就業支援
　▸ひとり親家庭等就業・自立支援センターと高知家の女性しごと応援室
　　の連携による就業支援の強化
　▸企業と連携した育児に関する休暇等制度の充実や時間単位の年次
　　有給休暇の導入の促進　等　　　　　　　

○働きながらの子育てを支援

　▸保育所・幼稚園・認定こども園等
　▶延長保育事業　
　▸病児・病後児保育事業　
　▸ファミリー・サポート・センター事業
　▸放課後児童クラブ・放課後子ども教室　等

《母子保健推進員》
《民生委員・児童委員》
《子育て支援員》
《先輩ママ》

《社会福祉協議会》　
　　　　　　　　　　等

▷子育てサロン　　
▷子育てサークル　

▷子ども食堂　等　　　

地域のサービス
《支援者》

子育てに関する
相談にも対応

○妊産婦への支援
　▸保健師等による家庭訪問　　
　▶妊婦健診　　▶産婦健診
　▶産前・産後サポート事業　
  ▶産後ケア事業     等

○身近な地域における子育ての支援
　▸地域子育て支援センター
　▶保育所・幼稚園・認定こども園
　▸多機能型保育支援事業
　▸一時預かり事業
　▸あったかふれあいセンター　　等

子育て支援等の
ネットワークを構築

  妊娠・出産・子育て
総合相談窓口 

　
　
　母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（保
健
師
等
）

社会性の発達等の経過
観察が必要な子ども　

子どもの発達への支援

▸専門的な医療機関
▶児童発達支援センター　　　等

ア
セ
ス
メ
ン
ト

  

要保護児童
対策地域協議会

　　　代表者会議
　　　　　実務者会議
　　　　 個別ケース検討会議

▸子ども家庭総合支援拠点

　（市町村児童福祉担当課）

▸児童相談所　※重篤なケースの場合

リスクに応じた適切な対応

ア
セ
ス
メ
ン
ト

乳幼児健診

  

市
町
村
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（母
子
保
健
担
当
課
）

　
　
　
　
　

特集⑦

　　妊娠期から子育て期までの切れ目のない総合的な支援

　　～「高知版ネウボラ」の推進～　【全体像】
■ 高知版ネウボラの体制の構築

■高知版ネウボラの推進体制の強化

▸妊娠・出産・子育ての総合相談窓口となる市町村の子育て世代包括支援センターや子ども家庭総合支援拠点、
　地域子育て支援センター、保育所・幼稚園などの関係機関が定期的に情報共有する場を設置するなど、連携して　
　取り組みを進めます。

▸身近な地域における相談窓口の確保や各機関の支援機能の強化に取り組みます。

▸子どもの発達への支援体制の充実に向け、乳幼児健診後のアセスメント体制の強化、専門的な療育支援機関の
　拡充、医療が必要な子どもがスムーズに受診できる体制の整備を進めます。

取組のポイント

　

第４期南海トラフ地震対策行動計画における主な取り組み

建築物等の耐震化

【主な目標値】
・耐震化済医療施設　73.0％→77.8%
・耐震化済社会福祉施設等　96％→97%

津波・浸水被害対策

【めざす成果】
　津波から施設入所者等の生命の安全を確保

 ●主な具体的取り組み
　社会福祉施設等の高台移転の検討及び補助の実施

＜医療機関・社会福祉施設等の防災対策＞

【主な目標値】
・自家発電機を所有する病院　92.9%→97.6%
・病院の事業継続計画(BCP)策定　44.4％→56.3%

【めざす成果】
①患者、医療従事者の安全確保、被災後の医療機能の維持、継続
②災害時等における施設入所者等の安全・安心の確保

事前の防災対策

 ●主な具体的取り組み
　　医療機関の施設、設備等の整備の支援
　　長期浸水エリアにある医療機関の対策の検討（高知市と連携）
　　社会福祉施設の防災マニュアルに基づく対策の実行支援
　　病院の事業継続計画（BCP）策定への支援

★災害に備える ★揺れに備える

★津波に備える

＜医療施設・社会福祉施設等の耐震化の促進＞

＜ライフラインの地震対策の促進＞
【主な目標値】
 県内配水池の耐震化12施設

【めざす成果】
被災後の飲料水の確保

●主な具体的取り組み
　 市町村が行う配水池の耐震化事業への支援
　　

＜社会福祉施設等の高台移転に向けた取り組み＞

「命を守る」対策

　

【めざす成果】
①迅速な保健活動チームの受入等、保健活動体制の構築
②早期の被災者支援の実施、被災者の精神的健康の確保・発災後の精神科　
　医療の確保、聴覚に障害のある方等への情報保障と安心の確保
③ペット同行避難の周知・徹底、被災動物救護所設置についての検討
④ボランティア活動の展開による被災者への円滑な支援

【主な目標値】
・災害時保健活動訓練（全市町村参加）、研修会の開催
（年２回）、マニュアルの見直し
・災害時心のケア活動研修会の開催（１回）、DPAT研修
　会の開催
・ペット同行避難のためのしつけ方講習会・講演会の開催
　(年22回)、動物愛護推進協議会での検討(年２回)

●主な具体的取り組み
①被災者の健康維持対策
　保健活動チーム及び栄養支援チームの活動体制
　の強化、災害時の心のケア体制の整備

★早期の医療救護活動を行う

★被災者の支援を行う

【主な目標値】（R3）
・訓練、研修会を毎年各１回開催し、マニュアル、
　ＢＣＰの改正促進の開催、協定の見直し

【めざす成果】
①市町村における遺体対応体制の整備
②火葬場における災害時対応体制の整
　備

＜遺体対応の推進＞
●主な具体的取り組み
 　安置所及び仮埋葬地の選定促進支援
 　広域火葬体制整備

　被災者・避難所対策

迅速な応急活動のための体制整備

【めざす成果】
①地域の総力戦による前方展開型の医療救護体制の実現
（地域ごとの医療救護の体制づくり、地域をバックアップする体制づくり）　　
②迅速な医薬品等の供給体制の構築
③発災後の迅速な透析医療の継続
④迅速な歯科保健衛生の確保により人的被害（特に震災関連死等）の軽減

＜災害時の医療救護体制の整備＞

●主な具体的取り組み
　①総力戦の体制づくり（訓練を通じた地域ごとの行動計画の検証・バージョンアップ、
　　医師等を対象とした災害医療研修の実施など）
　②医療従事者を地域に搬送する仕組みづくり
　③総合防災拠点・ＳＣＵにおける医療提供機能の維持、強化
　④県や市町村職員の医療救護技能の強化
　⑤急性期医薬品等の備蓄及び関係団体からの医薬品等供給体制の強化
　⑥透析医療提供体制づくり
　⑦災害時歯科保健医療対策活動指針に基づいた歯科保健医療の救護体制の強化

これらを進めながら、残る最困難課題
地域への対策を見出していく！
・完全孤立地域(無医地域)
・長期浸水地域

【主な目標値】（R3）
・全ての地域で医療救護の行動計画をバージョンアップ
・災害医療の人材の確保（医師向け研修受講者延500人）
・全ての地域での医薬品確保計画の策定

②避難所・被災者対策
　福祉避難所の指定促進・機能強化への支援
　情報支援ボランティアの要請
③ボランティア活動の体制整備
　災害ボランティアセンターの運営体制の
　強化を支援

④ペットの保護体制の整備

　ペット同行が可能な避難所整備の支援

　災害時動物救護体制の整備の充実

　

●主な具体的取り組み　
　医療施設・社会福祉施　
　設等の耐震化の支援

「生活を立ち上げる」対策
【めざす成果】社会福祉施設の早期再開、機能維持

【主な目標値】福祉事業者のBCPの策定　従業員50名以上100％、従業員50名未満25％→48％

●主な具体的取り組み 社会福祉施設のBCP策定への支援

＜要配慮者の避難支援対策＞
【めざす成果】
　津波から迅速に避難

 ●主な具体的取り組み
　南海トラフ地震対策推進地域本部との連携強化や市町村の人件費に対する
　 財政支援の拡充による避難行動要支援者の個別計画策定等の加速化

助かった「命をつなぐ」対策
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テーマ お問い合わせ先 相談時間等
※祝日、年末年始を除く

健康づくりに関すること（運動、栄
養・食生活、たばこ対策、歯の健康等、
高知家健康パスポート事業等）

県健康長寿政策課 よさこい健康プラン21推進室
     tel 088-823-9675・088ｰ823ｰ9648 月～金    8:30～17:15

母子保健対策、がん対策、感染症、
難病対策に関すること

県健康対策課               tel 088-823-9674 月～金    8:30～17:15

思春期保健に関する相談 県思春期相談センター（PRINK） tel 088-873-0022                  月～土   13:00～18:30

妊娠の不安や女性の身体に関する
相談

                           
女性専用ダイヤル          tel 088-824-1221
                

月～金   13:00～18:30

旧優性保護法一時金受付
相談窓口

県健康対策課          tel 088-823-9727 月～金  8:30～17:15

がんに関する相談

高知大学医学部附属病院      tel 088-880-2179
高知医療センター         tel 088-837-3863
県立幡多けんみん病院       tel 0880-66-2222
県立あき総合病院         tel 0887-34-3111
高知赤十字病院          tel 088-822-1201
国立病院機構 高知病院      tel 088-828-4465

がん相談センターこうち      tel 088-854-8762

月～金    8:30～17:15
月～金  9:00～16:00
月～金  8:30～17:15
月～金  8:30～17:15
月～金  9:00～16:00
月～金  9:00～16:00

  (※火・第３木  9:00～12:00)

  月～金、第2・4土
                 9:00～17:00

難病に関する相談 こうち難病相談支援センター    tel 088-855-6258 月～土  9:30～17:15

医師の確保に関すること
県医療政策課           tel 088-823-9660
高知医療再生機構         tel 088-822-9910 月～金      8:30～17:15

看護職員の確保に関すること
県医療政策課           tel 088-823-9665
高知県ナースセンター       tel 088-844-0758

月～金      8:30～17:15
月～金    9:00～16:30 

薬剤師の確保に関すること
県医事薬務課           tel 088-823-9682
高知県薬剤師会          tel 088-873-6429

 月～金     8:30～17:15
 月～金     9:00～17:00

在宅医療に関すること 県医療政策課           tel 088-823-9625 月～金  8:30～17:15

訪問看護に関する相談
相談窓口（高知県訪問看護連絡協議会）
                                               tel 088-802-8115

月～金  9:00～17:00

訪問薬局に関すること 高知県薬剤師会情報センター   tel   088-820-5011 月～金  9:00～17:00

訪問歯科診療に関する相談

高知県歯科医師会
【中央窓口】在宅歯科連携室    tel 088-875-8020
【安芸窓口】東部在宅歯科連携室  tel 0887-34-2332
【幡多窓口】幡多在宅歯科連携室  tel 0880-34-8500

  月～金  9:00～17:00

救急医療に関すること 県医療政策課               tel 088-823-9622 月～金     8:30～17:15

救急医療機関の紹介 高知県救急医療情報センター    tel 088-825-1299 年中無休   24時間

医療機関･歯科診療所･薬局の検索 こうち医療ネット  パソコン及びスマートフォン   http://www.kochi-iryo.net/
          携  帯            http://www.kochi-iryo.net/m/

夜間のこどもの急病時の相談
こうちこども救急ダイヤル     tel ♯8000 
                 tel 088-873-3090

年中無休   20:00～翌1:00

医療に関する相談
県医療安全支援センター      tel 088-823-9668 月～金       9:00～12:00

        13:00～16:00
高知市医療安全支援センター    tel 088-822-0680

地域福祉活動に関する相談

県地域福祉政策課         tel 088-823-9090
高知県社会福祉協議会       tel 088-844-9019
お住まいの市町村福祉担当課
  〃  市町村社会福祉協議会

(県、県社協)
月～金     8:30～17:15

あったかふれあいセンターに関す
ること

県地域福祉政策課         tel 088-823-9090
お住まいの市町村福祉担当課

(県)月～金  8:30～17:15

民生委員・児童委員活動に関する
こと

県地域福祉政策課         tel 088-823-9090
お住まいの市町村民生委員・児童委員担当課
  〃  市町村社会福祉協議会

(県)月～金  8:30～17:15
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テーマ お問い合わせ先 相談時間等
※祝日、年末年始を除く

生活福祉資金貸付制度･介護福祉
士等修学資金貸付制度に関する相
談

高知県社会福祉協議会       tel 088-844-4600
お住まいの市町村社会福祉協議会

(県社協)
月～金     8:30～17:15

矯正施設退所者の福祉的支援に関
すること

高知県地域生活定着支援センター  tel 088-855-3611 月～金  8:30～17:15

生活に困った時の相談支援に関す
ること

県福祉保健所
市福祉事務所

月～金  8:30～17:15

社会福祉施設に関する相談 県福祉指導課  福祉施設１１０番 tel 088-824-2940 月～金    8:30～17:15

介護保険に関する相談 お住まいの市町村介護保険担当課

ショートステイベットの空き情報
の提供

高知県老人福祉施設協議会ホームページ
                              http://www.kochi-roshikyo.jp/

365日24時間

高齢者福祉全般についての相談
高知県社会福祉協議会
  高知県高齢者・障害者権利擁護センター
                  tel 088-875-0110

【一般相談】
 （生活・福祉・介護・健康）
  月～金 9:00～16:00

【法律相談】※事前予約
 （財産・相続など）
 第1・第3木曜日
   13:00～15:00

福祉・介護職場への就職相談

高知県福祉人材センター（担当区域：下記バンクを除く市町村）
   http://www.fukushi-jinzai.com/
 tel 088-844-3511 E-mail：jinzai@pippikochi.or.jp

安芸福祉人材バンク（担当区域：室戸市、安芸市、安芸郡）

 tel 0887-34-3540 E-mail：bank@aki-wel.or.jp

幡多福祉人材バンク（担当区域：宿毛市、土佐清水市、四万十市、幡多郡）

 tel 0880-35-5514 E-mail：hata-jinzai@aria.ocn.ne.jp

月～金     9:00～17:00

月～金   8:30～17:30

月～金   9:00～17:00

認知症についての相談
（公社）認知症の人と家族の会高知県支部
   認知症コールセンター      tel 088-821-2818

月～金   10:00～16:00

認知症の専門医療相談

高知県認知症疾患医療センター  

 県立あき総合病院（安芸市）   tel 0887-35-1536
 高知鏡川病院（高知市）     tel 088-833-5012
 一陽病院（須崎市）       tel   0889-42-1803
 渡川病院（四万十市）      tel   0880-37-4649

月～金 9:00～12:00､13:00～16:00
月～金 9:00～12:00､13:30～16:00
月～金 9:00～12:00､13:00～16:00
月～金    9:00～16:00

若年性認知症に関する相談 若年性認知症支援コーディネーター   tel   080-2986-8505 月～金      9:00～17:00

自殺に関する相談

高知いのちの電話             tel 088-824-6300

           （フリーダイヤル）0120-783-556

     毎 日      9:00～21:00
(年末年始10:00～18:00)

フリーダイヤル 毎月10日
8:00～翌朝8:00の24時間

県精神保健福祉センター      tel 088-821-4966 月～金     8:30～17:15

うつ病、アルコール依存症など心
の健康に関する相談

県精神保健福祉センター        tel 088-821-4966 月～金     8:30～17:15

ひきこもりに関する相談 ひきこもり地域支援センター    tel 088-821-4508 月～金     8:30～17:15

障害者の権利擁護に関する相談
高知県社会福祉協議会 高知県高齢者･障害者権利擁護センター
                 tel 088-850-7770

月～金     8:30～17:15

障害者の雇用促進に関する相談

県障害保健支援課           tel 088-823-9560 月～金  8:30～17:15

安芸公共職業安定所        tel 0887-34-2111
高知公共職業安定所        tel 088-878-5323
    〃    （香美出張所） tel 0887-53-4171
いの公共職業安定所        tel 088-893-1225
須崎公共職業安定所        tel 0889-42-2566
四万十公共職業安定所       tel 0880-34-1155

月～金  8:30～17:15



もっとこの構想を知りたい！ 高知県　日本一　構想 検索 クリック！

「日本一の健康長寿県構想」についての問い合わせ　：　県健康長寿政策課　tel 088-823-9683

テーマ お問い合わせ先 相談時間等
※祝日、年末年始を除く

子どもの発達に関する相談

県立療育福祉センター
  発達障害者支援センター    tel 088-844-1247
  通園事業部            tel 088-844-5155
県中央児童相談所
  心理支援部          tel 088-821-6700
  心理支援部（療育手帳関係）  tel 088-844-0035
県幡多児童相談所         tel 0880-37-3159

月～金 8:30～17:15

子どもの相談
・虐待、不登校、非行相談
・しつけ、性格、心身の発達相談
・児童の養護に関する相談

県中央児童相談所           tel 088-821-6700
月～金 8:30～17:15

・児童虐待は24時間対応県幡多児童相談所           tel 0880-37-3159

子どもと家庭の110番       tel 088-872-0099 毎 日  9:00～18:00
（年末年始を除く）

児童家庭支援センター
  高知みその（高知市）     tel 088-872-6488
  高知ふれんど（高知市）    tel 088-803-5550
  ひだまり（佐川町）      tel 0889-20-0203
  ぷらうらんど（田野町）    tel 0887-37-9915

毎日 8:30～18:00（年中無休）
月～土 9:00～17:00
月～金 8:30～17:30
月～金 9:00～17:00

母子､父子､寡婦の福祉相談 県児童家庭課               tel 088-823-9654 月～金 8:30～17:15

ひとり親家庭等の就業相談、
支援制度に関する相談

ひとり親家庭等就業・自立支援センター 
                   tel 088-875-2500

月   8:30～17:00
火～金 8:30～17:15
土    9:00～12:00、
    13:00～17:00

女性のための相談（一般相談・専門
相談：法律相談・こころの相談）

こうち男女共同参画センターソーレ tel 088-873-9100

一般相談：月～金  9:00～12:00、
        13:00～17:00
法律相談：第2･4木曜日
        14:00～16:00
こころの相談：第1木曜日   
       14:00～16:00
（各相談：第2水曜、祝日、年末年始を除く）

女性の就労相談 高知家の女性しごと応援室     tel 088-873-4510
月   9:00～17:00
火・木 9:00～18:00
土   10:00～17:00

妊娠・出産・乳幼児期の子育て
相談

こうちプレマnet    
                                https://www.premanet.pref.kochi.lg.jp

   （プレママ相談）                      tel   088-855-8533   
            E-mail:kochijosanshi-shien@aroma.ocn.ne.jp

電話:月～金   9:00～17:00
メール：24時間

（年末年始を除く）

市町村の子育て世代包括支援センター
       お問い合わせ先等は県健康対策課のホームページをご覧ください。
                 https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130401/2019102300169.html

市町村の地域子育て支援センター   
     お問い合わせ先等は県児童家庭課のホームページをご覧ください。 
              https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/060401/centerichiran.html

最寄りの相談窓口 所管区域 電話番号

安芸福祉保健所 室戸市･安芸市･東洋町･奈半利町･田野町･安田町･北川村･馬路村･芸西村 0887-34-3175

中央東福祉保健所 南国市･香南市･香美市･本山町･大豊町･土佐町･大川村 0887-53-3171

中央西福祉保健所 土佐市･いの町･仁淀川町･佐川町･越知町･日高村 0889-22-1240

須崎福祉保健所 須崎市･中土佐町･梼原町･津野町･四万十町 0889-42-1875

幡多福祉保健所 宿毛市･土佐清水市･四万十市･大月町･三原村･黒潮町 0880-35-5979

高知市保健所 高知市
健康増進課
088-803-8005


